
詩 3 ッ 露古 

花の名 
 

子らは花から花へ 

花へ、花へ 

私は額に手をかざす 

いかにも日が眩しいといったように 

しぜんに 

そう、ごくしぜんに 

そして私はあなたに花の名を訊ねるでしょう 

私の醜さに気付いて 

あなたが眼を逸らす、 

まえに   

くぅちゃんのとな 

       り 
くぅちゃんといる 

くぅちゃんのとなりに座っている 

おりこうさんだね 

お行儀がいいんだよ 

ちょっと威張ってる 

あれ？ 

私が見えるよ 

なんだ、夢かな 

記憶 
 

空の記憶を指先に灯す 

枝で歌っていた鳥たちは 

一瞬、陰に 

 

あそこで踊っているのは 私 


